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 ニュース映像には，構成要素としていくつかのシーンが含

まれている．ユーザはこれらのシーンに基づき，そのニュー

スの概要を理解することが可能である．しかしながら，シー

ンの出現順序によって，ユーザのニュースに対する評価が変

化する場合がある．すなわち，一つのニュースに対して複数

の異なる評価が存在することが考えられる．本稿では，ニュ

ース映像サイトにおいて，シーン順序を自動構成する環境を

想定し，シーンの出現パターンによる評価の差異を利用し，

さらにその評価と同じ Blog 記事を抽出する方式を提案する．
本稿では，シーン順序に基づくニュースの評価手法について

述べ，ニュース映像と Blog 記事を用いたニュース視聴環境
について議論する． 

 

News video stream consists of several scenes. Users can 
realize news outline by viewing the scenes. However it 
sometimes happens that they change the news 
evaluation by scene order changing. In other words, we 
consider that one news video has many evaluations. We 
propose a method to extract Blog entries that have same 
evaluations using the difference of evaluations by news 
sequence. In this paper, we describe the method of news 
evaluation based news scene order. We also discuss 
information integrated environments using Blog and 
news video stream. 
 

1. はじめに 
近年，ニュース映像はインターネット上のニュースサイト

でも配信されるようになってきた．それらは，従来の映像メ

ディアと同じく時系列にそって作成者の意図したとおりの

見方しかすることができない．しかし，意見の対立や立場の

違いなど複数評価を持つニュース映像では，シーンの構成順

序によって映像から受ける評価の印象が変化すると考えら

れる．例えば，「鯨肉の給食が再開される」という捕鯨問題

に関するニュースがあるとする．前半シーンで，「おいしい」

のように歓迎的な意見が述べられていても，後半シーンで

「今の日本に鯨を食べる習慣は無い」といった否定的な意見

の内容があれば，全体的にあまり歓迎されていない印象を受

ける．反対に，前半で否定されていても後半で歓迎の意見が

あれば全体的には歓迎されている印象を受ける．このように

シーン順序が異なると，ユーザが受ける評価の印象に違いが
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生じる場合があると考えられる． 

一方，複数の書き手が意見を交換できるBlogという環境が
整ってきた．複数評価に分かれるようなニュースは，Blogで
議論が交わされることがあり，同じトピックであっても議論

の肯定・否定の割合が異なるBlogがある． 
ニュース映像では，時間的な制約から各々の評価に対して

十分な解説がなされないことが多い．そこでニュース映像の

シーン順序によりニュースの肯定および否定の評価の割合

を抽出し，その評価割合に合うBlogを検索する手法を提案す
る．図1 は本手法の概念図を示す． 
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図1 評価抽出に基づくBlog検索の概念図 

Fig.1 Concept of Blog Search using Evaluation 

 

以下，本稿の構成を示す．まず2 節では本稿の概要と関連

研究について説明する．3 節ではシーン順序による評価の抽

出方法について説明する．4 節では評価を用いたBlog検索に
ついて説明する．5 節では作成したプロトタイプシステムに

ついて説明し，評価実験とその考察を行なう．最後に6 節で

まとめと今後の課題について述べる． 
 
2. 関連研究と予備実験 
2.1 関連研究 

Maら[1]やHenzingerら[2]は映像の音声テキストを用い
て自動で検索質問を作成し，Webより情報を取得する手法を
提案している．本稿では，評価を抽出し，その割合を用いて

検索を行なっている点でこれらの研究とは異なる． 

Kumuarら[3]はハイパーリンクによるBlog群のつながり
をblogspaceと定義し，Blogコミュニティの抽出を行ない，
コミュニティの進化に関する研究を行なっている．Gruhlら
[4]はマクロな視点，ミクロな視点からのトピック伝達の特

徴づけにより，Blogにおける情報伝播のモデル化を行なって
いる．しかし，これらの研究は，情報の伝播に着目したもの

でBlog中のトピックに対する評価を扱うものではない． 
評価表現の抽出および評価判別に関する研究として，藤村

ら[5]や鈴木ら[6]，立石ら[7]の研究があげられる．本稿で

は，評価表現辞書の作成に関して，キーワードベースで評価

の判別を行なう立石らのアプローチを参考にした． 

2.2予備実験 
2.2.1 シーン順序による評価の生成 
同一トピックのニュースであっても，報道各局でその評価

が異なる場合が存在する．この場合，ニュース中に含まれる

肯定的シーンと否定的シーンの構成順序が異なることが多

い．例えば，郵政民営化のニュースについて，X局では小泉
総理が苦言を呈するシーンを後半部に用い，自民党からは不

満の声が出ているというようにニュースを否定寄りに構成

している．一方，Y局では小泉総理の苦言シーンを前半部に
用い，自民党に関しては内容を協議するといった表現にとど
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めている． 

同一トピックのニュースの場合，含まれるシーン自体は同

じものが使用されており，その構成順序のみが異なる場合が

考えられる．そこで，X局のニュースのシーン順序を入れ替
えてY局のニュースと類似したシーン順序を作ることで，X
局に近い評価を生成することが可能であるかどうかの予備

実験を行なった． 

2.2.2 結果と考察 
TBS，FNNのニュースを用いた予備実験を行った(図2)．

図中の文章は各シーンの概要，文書の右にある記号は“P”
が肯定シーン，“N”が否定シーン，“−”が評価のないシ
ーンを示している．FNNでは結論となる最後の部分に肯定シ
ーンが連続し，肯定的な印象を受ける順序となっている．そ

のため，TBSでは肯定シーンを結論にあたる最後にし，肯定
の印象を強めるために否定シーンを最初とする順序がもっ

ともFNNに近い印象と考えられる．以上より，シーン順序を
入れ替えることで他の局のニュースの評価の印象に近い順

序を作り出せることを確認した． 
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図2 シーン順序変更による全体評価変化の予備実験 

Fig.2 Preliminary Experiment of Evaluation Change based on 

Scene Order 

 
3. シーン順序による評価の抽出 
3.1 シーンの分割と操作 
ニュース映像のシーン分割には画像処理や音声認識を用

いた．音声の無音区間を軸とし，その周辺に映像の切り替え

が存在するならば，その無音区間をシーンの切れ目として扱

う．なお，シーンの操作に関してはユーザが自由に行なうこ

とも考えられるが，本稿ではシステムが自動で順序生成を行

なう． 
3.2 評価表現 
評価表現を判別するために評価表現辞書を作成する．辞書

には“歓迎”，“批判”のような肯定もしくは否定の意味を含

む単語を肯定・否定という情報とともに登録している．この

辞書に基づいて評価の肯定・否定の判別を行なった．また， 
“ない”のように評価表現と組み合わさることで評価が反転

する補助表現も登録している．さらに，評価表現の近傍に補

助表現が存在する場合は，簡易な言語処理により評価の肯

定・否定を反転させている． 

3.3 組み合わせ数の削減 
シーン順序生成を自動で行なう場合，総当りで行なうと組

み合わせ数が多くなり処理が多くなるという問題がある．そ

のため，シーンの組み合わせ数を適切に削減する方法が必要

となる． 
シーンの肯定・否定という評価に基づいて組み合わせの削

減を行なうためにシーンsiについて，シーン中に含まれる評

価表現eijをシーン内の出現順により重要度算出を行ない，シ

ーン評価値S_eval(si)を決定する．Eiはシーン内の評価表現出

現数である． 
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なお，pos(ei

i

j)ではeijが肯定である場合のみ重要度の算出を行

ない，neg(e j)では否定の場合のみ重要度の算出を行なう．
S_eval(si)が正の値をとればそのシーン評価を肯定(Ｐ)，負の
値をとれば否定(Ｎ)とする．評価表現が含まれないシーンは
評価無し(－)とする． 
まず，シーン評価の肯定・否定・評価無しの 3 要素からす

べての組み合わせを作成する．次にシーン評価が同じものに

関して，評価への影響を考え評価値の絶対値が大きいものほ

ど後のシーンとする．評価無しのシーンの順序は基となるニ

ュース映像のシーン順序とする． 
例として肯定シーンが 2つ，否定シーンが 2つ，評価無し
のシーンが 1つの場合を図 3に示す．この例では，総当りの
組み合わせが 120 組生成されるのに対し，30 組に削減する
ことが可能である． 
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図 3 評価を考慮した組み合わせの削減 
Fig.3 Reduction of Combination 

 

3.4 ニュースのトピックに対する評価 
3.4.1 対象語の抽出 
対象語は評価の対象となるトピックを表す名詞とする．た

だし名詞のうち対象となりえない品詞，例えば代名詞などは

除く．ニュース映像においてはシーン順序が先の方ほど重要

であり，シーン内でも先に出現するキーワードが対象語とし

て重要であるといえる．また，ニュース内で複数回出現する

ようなキーワードも対象語として重要といえる． 
シーン中の名詞oijについて，シーン順序重要度とキーワー

ド出現順序重要度を乗算し，重要度obj(oij)を算出する．同一
キーワードに関しては，同一キーワードどうしの値を足し合

わせた値を対象語の重要度とする．i はシーン順序，j はシ
ーン内の出現順序でありS は総シーン数である． 

j
i e
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名詞の抽出は茶筌による形態素解析を用いて行なう．対象

語の重要度とは，そのニュース映像内で評価対象として扱わ

れるかどうかを表す値である．この対象語の重要度計算をシ

ーン順序ごとに行なうことで特徴的な対象語を抽出する． 
3.4.2 評価割合の算出 
評価とは対象を表す対象語とその評価内容を表す評価表

現の組み合わせである．評価表現は，ニュース映像内での出
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現順序が後であるほどユーザに対して強い印象を与えると

いう特徴がある．例えば「環境保護団体は鯨保護のために捕

鯨に反対する」と「環境保護団体が捕鯨に反対なのは鯨保護

の精神からである」であれば，前者のほうが反対という印象

が強いといえる．そのため，シーン順序が後であるほど重要

さが上がり，ニュース映像内の評価表現の出現位置が後であ

るほど重要さが上がるような関数を用いて重要度の算出を

行なう． 
ニュース映像中の評価表現eijについて，出現シーン順序と

ニュース映像内出現順序を用いて重要度eval(eij)を算出する．
i はシーン順序，j はニュース内の評価表現の出現順序，S は
シーン数，E はニュース映像内の評価表現の総数である． 

E
j

S
ieeval

ji ×=)(  

評価表現に関しては評価表現辞書を用いて抽出を行なう．

評価表現の重要度とは，そのニュース映像内でどの程度ユー

ザに印象を与えるかを表す値である． 
出現するすべての評価表現中，肯定表現の重要度を足し合

わせた値をPvideo，同じく否定表現の重要度を足し合わせた値

をNvideoとし，以下の式でシーン順序の評価割合V_ratioを算
出する． 
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なお，Pvideoではeijが肯定の場合に算出を行ない，Nvideoで

は否定の場合に算出を行なう．評価割合の取りうる値は−1.0
から 1.0の間であり，−1.0に近いほど否定寄り，1.0に近い
ほど肯定寄りなシーン順序の組み合わせとする． 
 
4. 評価を用いた Blog検索 
4.1 Blog検索の目的 
従来の Blog検索では，検索キーワードが Blogのエントリ
中に含まれているような Blog を探し出して提示する．しか
し，ニュース映像の対象について議論しその評価を行なって

いる Blog を検索する場合，従来のキーワードベースの手法
では限界がある． 

評価を用いた Blog 検索の目的は，ニュース映像から抽出
された対象語を含む Blog の中で，抽出された評価割合と同
じものを検索結果とする．例えば，捕鯨のニュースの場合，

捕鯨の給食について否定寄りの印象を受けるシーン順序で

あれば，取得される Blog はエントリで捕鯨給食について扱
っており，かつコメント・トラックバックを含めた議論が否

定寄りで展開されている Blogの検索を行なう． 
4.2 Blogに含まれる評価表現の重要度 

Blogでは文章の後半に自分の意見を述べることが多い．そ
のため評価表現の重要度の算出は，文章中の評価表現の出現

順序が後の方であるほど重要さが上がるような関数を用い

る．式中の B は算出対象となるエントリ，個々のコメント，
およびトラックバックに含まれる評価表現の個数である． 

)1()( +−−= iB
i eeblog  

評価表現は評価表現辞書を用いて抽出を行なう．Blog中の評
価表現の重要度は書き手の記事に対する意見の度合を表し

ていると考えられる． 

4.3 Blogの検索 

映像より抽出された対象語と評価割合を用いて検索を行

なう．まず，エントリタイトルもしくはエントリに対象語が

含まれるBlogの検索を行なう．次に，検索されたBlog中のエ
ントリ，コメント，およびトラックバックより評価表現を抽

出し，重要度により評価割合を算出する．Blog中の肯定表
現・否定表現の重要度を足し合わせた値をそれぞれPblog・

Nblogとし以下の式でBlogの評価割合B_rat oを算出する． i

blogblog

blogblog

NP
NP

ratioB
+

−
=_  

∑
∑
=

=

)(

)(

j

j

iblog

iblog

eblogN

eblogP
 

ニュース映像のシーン順序による評価割合と Blog の評価割
合を比較し，割合の近いものを抽出し提示する．この結果，

あるニュースの映像のシーンの組み合わせから自動的に生

成されたいくつかの評価割合に基づき，対応する Blog が抽
出される． 
 
5. プロトタイプシステム 
5.1 システム構成 
プロトタイプシステムは大きく分けてシーン順序生成部，

評価抽出部，Blog検索部の 3 つからなる．図 4 にシステム
構成を示す．シーン順序生成部，評価抽出部によりニュース

中の対象語と取りうる評価割合の抽出を行なう．また，Blog
検索部において，取得した Blog 中の評価割合をクラスタリ
ングし，ユーザへの提示を行なう．なお，シーン分割に関し

ては画像特徴による映像分割と音声の無音部による分割を

行ない，その結果を用いて生成したものを使用している． 
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図 4 システム構成図 

Fig.4 System Architecture 

 

図 5 は実際のプロトタイプの画面である．画面左上部でニ

ュース映像を提示する．画面左下部でシステムが抽出した対

象語・評価割合を選択し，それぞれに応じた Blog を検索結
果として画面右に提示する． 

抽出された対象語

抽出された評価割合
検索結果のBlog  

図 5 プロトタイプシステム 

Fig.5 Screen Image of Prototype System 
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5.2 評価実験 
5.2.1 実験方法 
対象語抽出に関する評価を行なうため，出現頻度により抽

出されたキーワードによる検索結果と，対象語による検索結

果の比較を行なう．対象語による質問は，シーン順序により

出現する対象語の上位 3個のキーワードによる AND検索を
行なう．シーン順序は複数生成されるので，そのすべてにつ

いて質問を生成し，適合率を計算する．頻出単語による質問

は，頻出する上位 3個のキーワードから作られる組み合わせ

をすべて生成し，その組み合わせごとに AND検索を行ない，
適合率を計算する．なお，全体集合は対象語および頻出単語

による抽出で出現するすべてのキーワードによるOR検索を
行なった結果とする．以下の 2つの実験を行った． 

 (実験 1)「対象としたニュースのトピックについての Blog」
を正解集合とした実験である． 

(実験 2)「対象としたニュースのトピックについての Blog，
かつトピックへの評価を行なっているもの」を正解集合とし

た実験である．なお，実験 2 の正解集合は，実験 1 の正解

集合に包含される． 

5.2.2 結果と考察 
実験データとして，「NHK会長が番組改変問題の不祥事に
ついて謝罪と説明を行なう」(2005 年 2 月 11 日)という内容

のＮＮＮのニュース映像を用いた．評価実験に用いたデータ

を図 6 に示す．右側は各シーンの文頭とそのシーンの評価で

あり，左下部は対象語により生成されたキーワードの組み合

わせ，左上部は頻出度の上位となったキーワードである．実

験に用いた Blogデータは，ニュースの前後 1 週間の gooブ
ログの検索結果を取得したものである．検索の正解を番組改

変問題に触れている Blog として実験を行なった．実験 1 に
おける対象語，頻出単語それぞれの適合率の平均値は 0.875，

0.221 であった．同様に実験 2 では 0.542，0.097 であった．

以下に考察を述べる． 

• 実験 1と実験 2 の比較を行なうと，対象語では値の減少は

少ない．実験 1 と実験 2 の違いは，正解中に評価を含むか

どうかである．このことより，対象語により抽出された解に

は評価を含む解が多いことが考えられる． 

• 検索結果の Blog の内容についての比較を行なうと，対象
語では番組改変問題に関与した議員について触れているも

のからメディアのあり方を述べているような Blog まで見ら
れた．このことより，対象語による検索では番組改変問題と

いうトピックを抽出できていると考えられる． 

• 検索結果数が極端に少ない結果となった．原因としては，

ニュース中に使われる単語を利用した検索質問となるため，

検索キーワードが Blog 中で使用されるキーワードと異なっ
ている場合や，そもそもニュース中に必要なキーワードが出

現していないという可能性が考えられる．また，3 語による

AND検索を行っていることも一因と考えられる． 

NHKによる政治家への番組の・・・

NHKの橋本会長は，民主党の・・・

一連の不祥事について・・・

このなかで民主党の議員からは・・・

これに対し橋本会長は

企画意図の説明を・・・

しかし，編集権を左右するような・・・

P

P

N

N

－

－

－

説明 事前 橋本

会長 民主党 編集

頻出単語

説明 事前 橋本

会長 民主党 編集

頻出単語シーンの冒頭と評価

頻出度合いにより抽出

本手法により抽出

[NHK，企画，編集]
[NHK，企画，一連]
[NHK，一連，編集]
[NHK，一連，橋本]

対象語の上位３個の組合せ

・
・
・

[NHK，企画，編集]
[NHK，企画，一連]
[NHK，一連，編集]
[NHK，一連，橋本]

対象語の上位３個の組合せ

・
・
・

 
図 6 評価実験 

Fig.6 Evaluation Experiment 

6. まとめ 
本稿では，ニュース映像の評価と Blog の評価の統合方式
として，ニュース映像のシーン順序により評価対象とその評

価の抽出を行ない，その評価に基づく Blog 検索の提案を行
なった．まず対象語を定義し，プロトタイプの作成および評

価実験を行なった．評価実験の結果として，対象語による検

索はニュースのトピックを指し示すことができ，そのトピッ

クについて評価を含むような Blog 検索に対して有効である
ことを確認した．今後の課題として以下のことに取り組む予

定である． 

・対象語の抽出および質問生成の洗練 

・シーン分割部の実装 

・評価割合に関する評価実験 

・Blogからの映像検索 
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